
日本学生支援機構奨学金（貸与型・給付型）
～予約候補者へ採用までの流れ～

※この説明は高校時に申し込みされ、
採用候補者に決定した方が対象です。
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日本学生支援機構奨学金（貸与）（給付）とは・・・？

給付型奨学金→原則返還が不要

●大学・短大進学前に申し込んでいる。

貸与型奨学金→返還が必要

採用候補者となった奨学金の種類
が記載されています。
これからの手続きで正式に決定します。



①採用候補者決定通知および

進学届の提出

（本人⇒大学）

②採用の決定・通知

（機構⇒大学⇒本人）

予約採用候補者の皆さんは、
「採用候補者決定通知」を学校に
提出し、パソコンから「進学届」を
提出することで正採用となります。

★この手続きについて
後程、詳しく説明します

予約採用者の場合、
奨学金の振込が確認できれば
採用です。
※６月１１日（木）振込み予定

1.予約採用候補者の申込から採用・返還までの流れ



③返還誓約書、誓約書

の提出

（本人⇒大学⇒機構）

６月頃

・採用者向け説明会を実施します。
・貸与型の場合、卒業後、返済すること
を約束する書類（返還誓約書）の提出
が必要です。
・給付型の場合は誓約書の
提出が必要です。

④奨学金の振込み

（機構⇒本人）

毎月半ばごろ

・初回は６月１１日（木）振込み予定です。
（進学届提出が期限に遅れると奨学金を
受け取ることができなくなります。）

・６月以降は毎月の半ばに奨学金が
振り込まれます。
日程は日本学生支援機構のHPを
ご確認ください。

1.予約採用候補者の申込から採用・返還までの流れ



1.予約採用候補者の申込から採用・返還までの流れ

⑤適格認定（継続手続き）

（本人⇒機構）

１２月頃～

⑥卒業

・貸与型を受けている人は、
返還に関する説明会を実施します。
・卒業してから半年後より、返済が
始まります。
（銀行口座から毎月引落されます）

・給付型・貸与型共に、年に一度
（１２月頃）、来年も継続して 奨学金
を受けるための手続きが必要です。

・機構が人物・健康・学業・経済状況
より、来年度も継続して貸与して良い
か審査します。
・この手続きを怠ると次年度は貸与
できません。



２．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の
提出書類について（学校へ郵送するもの）

提出期限 給付型奨学金 貸与型奨学金 入学時特別増額
貸与奨学金

4月20日（月）必着 【全員】

①採用候補者決定通知書（進学先提
出用）

【該当者のみ】

※「自宅外通学」の方は下記の①・②
を添付して提出

①家計支持者（原則、父母）の住民票
のコピー
②令和2年4月時点で家計支持者と別
住所である事を示す書類

（家計支持者と別住所である事を示す
住民票又は、本人名義の賃貸誓約書
のコピー）

【全員提出】

①採用候補者決定通知書（進
学先提出用）

【全員提出】

①採用候補者決定通知書（進
学先提出用）

【該当者のみ】

※日本政策金融公庫の「国の
教育ローン」の申込：必要と記
載されている方は下記の①・②
を添付して提出

①「入学時特別増額貸与奨学
金に係る申告書」

②融資ができない事が記載さ
れた日本政策金融公庫からの
通知文のコピー

※4月20日（月）までに学校へ提出ができていない方は、学生サポートセンターへ、ご連絡ください。

※採用候補者決定通知（進学先提出用）と該当者のみの必要書類を学校へ郵送していただいている
方については、不備がなければ、次の手続きに必要な書類を郵送しております。
（郵送している書類にＩＤ・ＰＡＳＳが同封してありますので、ご確認の上、手続きを済ませてください。）

次のページに手続きについて説明しています。
※ご自身でパソコンから手続きを行う



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（本人がＷＥＢで提出）

①令和2年度入学者用
進学届入力下書き用紙を準備
※この手続きでご自身の申請情報を決
定します。間違いがないように、必ず、
下書き用紙に記入してから入力して下さ
い。

②進学届入力下書き用紙１～４ページ
をよく読み、手順を確認しながら手続き
して下さい。

※ユーザーＩＤ・ＰＡＳＳは郵送にて配布します。
※進学届提出用パスワードは採用候補者決
定通知【本人保管用】に記載されています。



進学届提出の際の注意点

●進学届のサイトは、一定時間を超えるとタイムアウトになり一からやり直しに
なります。
また、一度進学届を送信すると、入力間違いがあっても訂正する事は出来ません。

●住所を入力する際は、住民票に記載された住所を入力してください。
（番地間違いや建物の名称間違いが多くみられますので注意してください！）

●奨学金の振込口座はあなた名義の普通預金口座を入力して下さい。
口座番号等の入力間違いがあると、振込も遅れてしまいますのでご注意ください！

●保証制度において人的保証選択者の方は、必ず連帯保証人・保証人予定の方に、
事前に承諾を得てから進学届の手続きをして下さい。
なお、進学届ではそれぞれの方の住所や生年月日、勤務先等を入力
する必要があります。事前に把握しておいてください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙３ページ）

※採用された奨学金の種
類で内容が異なります。

※提出にチェック

※同意して次に進む



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙５ページ）

2.学籍番号について
→学生証に記載の学籍番号
を記入して下さい。

3.在学している学部について
下記のように記入して下さい。

※提出にチェック

学部・学科 入力する学部

助産学専攻 助産学専攻科

こども教育学部 こども教育学部

キャリア形成学部 キャリア形成学部

医療福祉学部
心理学科
健康栄養学科
看護学科

健康科学部

ライフデザイン学部 家政系芸術



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙５ページ）

4.昼夜過程を選択してください。
→昼をチェックしてください。

5.入学年月を記入してください。
→2020年4月

6.正規の修業年限を記入してください。
→大学：4年0か月
短大：2年0か月
助産学：1年0か月

7.卒業予定年月を記入してください。
→大学：2024年3月
短大：2022年3月
助産学：2021年3月



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙６ページ）

８．進学したキャンパスの住所
を入力してください。

→本学住所：「〒615-0882

京都府京都市右京区葛野町
38」を入力してください。

９．通学形態を選択してくださ
い

→「自宅通学」または「自宅外
通学」にチェックしてください。

通学形態をチェック
する前にお読みくだ

さい



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙６ページ）

自宅外通学を選
択した方のみ

「自宅外通学」を選択した方は、

①～⑤の中から該当する番号
にチェックをしてください。

⑤に該当する方
は赤枠も確認



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙７ページ）

自宅外通学を選
択した方のみ

８ページ以降は、採用候補者となった
奨学金の種類によって記入するペー
ジが異なります。

※採用候補者決定通知に採用された
奨学金の種類が記載されています。

必ず、確認をして誤りがないように記
入してください。

注意！！



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙８ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
【給付型奨学金のみ採用の方】について

１．（１）給付奨学金を希望しますか。
→「はい」を選択した方。

※給付型支給額が自動的に表示され
ます。
確認して、チェックを入れてください。

また、給付金の支給を停止するかを問
われますので、停止希望の方は、「は
い」を選んでください。

１．（１）給付奨学金を希望しますか。
→「いいえ」を選択した方。

※一度辞退をすると取り消しが出来ま
せんので十分注意をして記入をしてく
ださい。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙９ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
【給付型奨学金のみ採用の方】について

8ページで１．（１）給付奨学金を希望し
ますか。→「はい」を選択した方。

赤枠内の内容を確認していただき、該
当するものがないか、チェックを入れて
ください。

※支援がある場合、その期間の給付
型奨学金は受けることができません。

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
について

貸与型奨学金についての情報が表示
されます。

※貸与型奨学金の希望の有無を問わ
れます。
希望される方は→「はい」
希望されない方は→「いいえ」



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１０ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
について

第一種・第二種を両方貸与
される方は確認してください

【第一種奨学金採用者】
②－１－１（１）第一種奨学金
（ａ）希望する月額を選択

→赤枠を確認していただき金額を選
択してください
※通学形態により金額が変わります。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１１ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
について

給付型を受けられる方は第一種
奨学金の月額が制限されます。

【第一種奨学金採用者】
（ｂ）第一種奨学金の返還方式について

→「はい」または「いいえ」にチェックを
入れてください。

※返還方式を変更できるのは保証制度
を「機関保証制度」にされている方のみ

※赤枠内をよく読み、変更をしてくださ
い。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１２ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
について

【第二種奨学金採用者】
②－２第二種奨学金

（ａ）希望する月額を選択してくだ
さい。
→２～１２万円で1万円単位で選
択できます。

※第一種・第二種を併用貸与を
希望し、第二種奨学金の月額を１
２万円希望される場合は200文字
以内で理由を記入してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１３ページ）

【入学時特別増額貸与奨学金の採用の方】につい
て

３．（１）入学時特別増額貸与奨学
金の貸与を希望しますか。

→「はい」または「いいえ」を選択し
てください。

※労働金庫から入学時必要資金
融資（つなぎ融資）を受けている方
は辞退できません。

（２）希望する入学時特別増額貸与
奨学金の金額が表示されます。

→「はい」または「いいえ」を選択し
てください。

※「いいえ」を選んだ方は金額を設
定してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１４ページ）

【入学時特別増額貸与奨学金の採用の方】について

別途「申告書」の提出が必要な
方は学校へ提出してください。

書類を提出されている方は
「はい」を選択してください。

※辞退する場合は、進学届
下書き用紙１３ページで希望
しませんにチェックを入れてく
ださい。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１４ページ）

【第二種奨学金】又は【入学時特別増額貸与奨学金の採用の方】について

返還する際にかかる利率の算定
方法を選択する必要があります。

予約採用時に選択された算定方法が表示
されます。

※変更する方は、「いいえ」を選択の上、
希望する算定方法を選択してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１４ページ）

【貸与型奨学金のみの採用の方】について

【第一種奨学金採用者】

第一種奨学金を貸与を希
望しますか。
→「はい」または「いいえ」

※辞退される方は「いいえ」
を選択してください。

※辞退をすると取り消しで
きませんので注意してくだ
さい。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１５ページ）

【貸与型奨学金のみの採用の方】について

【第二種奨学金採用者】

第二種奨学金を貸与を希望
しますか。

→「はい」または「いいえ」を選
択してください。

※辞退される方は「いいえ」を
選択してください。

※辞退をすると取り消しでき
ませんので注意してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１５ページ）

【貸与型奨学金のみの採用の方】について

②－１－２【第一種奨学金】
（１）希望する月額を選択

→赤枠を確認していただき金額を選択
してください
※通学形態により金額が変わります。

進学届下書き用
紙１０ページ参照



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１５ページ）

【貸与型奨学金のみの採用の方】について

【第一種奨学金採用者】
（ｂ）第一種奨学金の返還方式について

→「はい」または「いいえ」にチェックを入
れてください。

※返還方式を変更できるのは保証制度を
「機関保証制度」にされている方のみ
※赤枠内をよく読み、変更をしてください。

進学届下書き用
紙１１ページ参照

※第二種奨学金を希望の方は１２ページ／
入学時特別増額貸与奨学金の採用者が１３
～１４ページを活用してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１６ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
【給付型奨学金のみ採用の方】について

ご家庭の情報を記入してください



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１７ページ）

ご家庭の情報を記入してください

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
【給付型奨学金のみ採用の方】について



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１８ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
【給付型奨学金のみ採用の方】について

資産額を記入し
てください。

※予約採用申込時から進学届提出までの間に
資産額に変更が生じているかの確認になります。

ご家庭の情報を記入してください



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１９ページ）

【給付型奨学金と貸与型奨学金の両方採用の方】
【貸与型奨学金のみ採用の方】について

【保証制度について】

１．２では第一種・第二種奨学金の保
証制度について確認をしてください。

※申込時に選択された保証制度が記
載されています。

※変更することが可能ですが、進学届
提出後は変更できなくなります。

保証制度とは、返還が困難
になった場合に代わりに返
済する人（機関）になります。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙１９ページ）

返還誓約書・給付誓約書に
記載される情報になります。

※それぞれの情報に間違いがないか
確認をしてください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙２０ページ）

ご本人の情報を記入してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙２１ページ）

※奨学生番号に間違いがないか
確認をしてください。

※奨学生番号に間違いがある場
合や追加する場合は「いいえ」を
チェックし奨学生番号を記入してく
ださい。

ご本人の情報を記入してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙２２ページ）

人的保証制度を選択された方

連帯保証人【原則、父母】
保証人【原則、おじおば】
の情報を記入してください。



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙２３ページ）

機関保証制度を選択された方

本人以外の連絡先の情報を
記入してください。

未成年者の方

親権者１・２の情報を記入し
てください。

父母がいる場合は親権者１
を父、親権者２を母にしてく
ださい。

※人的保証制度を選択した
方は親権者１は連帯保証人
と同一人物である必要があ
ります



３．日本学生支援機構奨学金（給付型・貸与型）の進学届
提出について（進学届下書き準備用紙２４ページ）

奨学金振込口座の情報

※上記のチェック欄を確認して、
金融機関情報を記入してください



４．進学届提出用ホームページアドレスについて

～進学届提出用ホームページ
アドレス～

https://www.sas.ｊasso.go.jp/

※このアドレスから進学届の
提出画面に移動します。

予約候補者決定通知をお
持ちの方はこちらをクリック

https://www.sas.jasso.go.jp/


進学届の提出画面に入るにはＩＤ・パスワードが必要です。
ＩＤ・パスワードは「採用候補者決定通知」の書類に不備がない方へ
事務担当者から郵送にて、お渡しします。

大学・短大・専修をクリック

５．日本学生支援機構の進学用HPから、
各自で進学届の提出（WEB）

ID・パスワードを入力して、
ログインをクリック



ID・パスワード入力後、「採用候補者決定通知」の２枚目（本人保管用）の
一番下に書かれている「進学届提出用パスワード」を入力すると、
進学届提出画面に移ります。

採用候補者決定
通知の2枚目下
に書かれている
進学届提出用
パスワードです

５．日本学生支援機構の進学用HPから、
各自で進学届の提出（WEB）



注意！！

５．日本学生支援機構の進学用HPから、
各自で進学届の提出（WEB）

★奨学金を辞退される方へ

※辞退をする場合、進学届提出の際、奨学金の希望の有無を問われる画面
が現れます。その入力画面で「いいえ」を選択してください。

※給付型奨学金・貸与型奨学金（第一種・第二種）を併用されている方は、
必要な奨学金に「はい」を、必要ない奨学金には「いいえ」をチェックして下さ
い。

注意！！
一度辞退をしてしまうと、再度申込をすることが出来なくなってしまいます。
（採用されてからも奨学金を途中で辞退することも可能です。）



５．日本学生支援機構の進学用HPから、
各自で進学届の提出（WEB）

登録完了の画面がでると、手続き完了になります。
※初回振込予定日をクリックすると振込日が確認できます。



６．よくある質問について

Ｑ．奨学金の月額を今の段階で変更することは可能か？

Ａ．ＷＥＢで進学届を提出する際に、以下の項目が変更可能です。変更したい場合は
各自で進学届を入力する際に、高校時に配布された「採用候補者のしおり」を
見ながらデータを訂正して変更ください。

進学届提出時に変更可能な項目（インターネット上で変更）

①貸与月額（Ｅｘ．月額3万円⇒月額5万円に増額） ※減額・辞退も可能

②奨学金振込口座（「口座未開設」の方は新規登録する必要があります）

③保証制度（Ｅｘ．人的保証から機関保証へ変更）

④利率の算定方式（第二種の方のみ。Ｅｘ．利率固定方式から利率見直し方式へ）

⑤入学時特別増額貸与奨学金の貸与額（対象者のみ。Ｅｘ．50万⇒30万へ減額）

⑥入学時特別増額貸与奨学金の辞退（対象者のみ）

⑦本人生年月日

⑧性別

⑨返還方式（第一種の方のみ）

⑩奨学金振込口座



７．【重要】書類・進学届の提出期限について！！

～期限内に必ず手続きをしてください〈厳守〉！！～

●進学届提出期限：５月１９日（火）２３：５９まで
各自でパソコンからWEB入力

※諸事情により提出期限までに提出ができない場合は事前に、
学生サポートセンター学生生活担当まで、ご相談ください。

※期限までに手続きや書類を提出しなかった場合は、自ら奨学金を辞退した
とみなされます。
必ず学生本人が提出書類や期限を確認し、奨学金に関する手続きを行ってく
ださい。

学生サポートセンター学生生活担当 奨学金相談の連絡先：075-325-5321

期限厳守
です！


